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(57)【要約】
【課題】表示パネルからの放熱効率を向上させて、表示
パネルの温度を低減させることを可能とする画像表示装
置を提供する。
【解決手段】画像表示装置１０Ａは、画像を表示する前
面１ａ及びこの前面１ａと反対側を向く背面１ｂを有す
る表示パネル１と、表示パネル１を支持し、画像データ
に基づいた電気信号を表示パネル１に与える回路構成部
品３が取り付けられたシャーシ２とを備えている。シャ
ーシ２は、表示パネル１を当該表示パネル１の厚み方向
と直交する方向の周囲から取り囲み、表示パネル１の背
面１ｂを露出させる枠状の形状を有している。これによ
り、ＰＤＰ１の背面１ｂから空気に直接的に放熱するこ
とができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する前面及びこの前面と反対側を向く背面を有する表示パネルと、
　前記表示パネルを支持し、画像データに基づいた電気信号を前記表示パネルに与える回
路構成部品が取り付けられたシャーシと、を備え、
　前記シャーシは、前記表示パネルを当該表示パネルの厚み方向と直交する方向の周囲か
ら取り囲み、前記表示パネルの背面を露出させる枠状の形状を有している、画像表示装置
。
【請求項２】
　前記回路構成部品は、複数設けられており、各回路構成部品は、前記表示パネルの背面
と離間した状態で対向している、請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記シャーシは、前記表示パネルの厚み方向において前記表示パネルの背面よりも背面
側に位置する後端面を有しており、この後端面に前記回路構成部品が取り付けられている
、請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記回路構成部品のうち相対的に温度が高くなる回路構成部品と前記表示パネルの背面
との間に強制的に空気を流すためのファンをさらに備える、請求項２または３に記載の画
像表示装置。
【請求項５】
　前記ファンは、前記回路構成部品のうち相対的に温度が高くなる回路構成部品の近傍に
配置されている、請求項４に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記表示パネルの背面は、粗面化されている、請求項２～５のいずれか一項に記載の画
像表示装置。
【請求項７】
　前記表示パネルの背面には、当該表示パネルよりも熱伝導率の高い膜が積層されている
、請求項２～５のいずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記表示パネルの背面には、鏡面を形成する金属膜が積層されている、請求項２～５の
いずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記回路構成部品を前記表示パネルの背面側から覆うバックカバーをさらに備え、
　前記表示パネルの背面は、前記バックカバーで囲まれるカバー空間内に開放されている
、請求項１～８のいずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記バックカバーには、前記カバー空間に空気を取り入れるための吸気口と、前記カバ
ー空間から空気を排出するための排気口とが設けられている、請求項９に記載の画像表示
装置。
【請求項１１】
　前記表示パネルの前面側に配置された前面フィルタと、前記前面フィルタの周縁部を前
記表示パネルの前面側から覆うフロントカバーと、をさらに備える、請求項１～１０のい
ずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記表示パネルは、プラズマディスプレイパネルである、請求項１～１１のいずれか一
項に記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビ映像等の画像を表示する画像表示装置に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビ映像等の画像を表示する画像表示装置の薄型化が進み、画像表示装置にお
いては、従来のＣＲＴに代わって、プラズマディスプレイパネルまたは液晶パネルなどの
平板型の表示パネルを用いたフラットパネルディスプレイ（ＦＰＤ）が主流となっている
。
【０００３】
　例えば図１１および図１２に、従来のプラズマディスプレイを示す。このプラズマディ
スプレイでは、前面フィルタ１５が接合されたフロントカバー１６とバックカバー１４と
で囲まれる空間内に、画像を表示するプラズマディスプレイパネル（以下、「ＰＤＰ」と
いう。）１１と、これを前面側に支持するシャーシ１２とが納められている。また、シャ
ーシ１２の背面側には、電源用の回路基板１３ａ、左右一対のＰＤＰ駆動用の回路基板１
３ｂ、横１列に配列された複数のデータドライバ１３ｃ、およびデータドライバ１３ｃの
さらに裏側に配置されたチューナーブロック１３ｄが固定されている。なお、回路基板１
３ａ，１３ｂ、データドライバ１３ｃ、およびチューナーブロック１３ｄとシャーシ１２
の背面との間には、シャーシ１２に突設されたボス等によって隙間が確保されている。
【０００４】
　シャーシ１２は、ＰＤＰ１１を支持するだけでなく、ＰＤＰ１１の放熱および均熱化を
図るとともに電気的グラウンドとしての役割を果たすものであり、一般に熱伝導性および
電気伝導性の良好なアルミニウムで構成される。
【０００５】
　さらに、プラズマディスプレイ内の上部には、装置全体を冷やすためにファン１８が設
置されている。そして、ファン１８の稼働により、バックカバー１４の下部に設けられた
吸気口１４ａから外気が吸い込まれるとともに、バックカバー１４の上部に設けられた排
気口１４ｂからディスプレイ内の熱い空気が排出されて、換気が行われる。これにより、
装置全体が冷却される。
【０００６】
　プラズマディスプレイでは、ＰＤＰ１１内のガス放電を利用して画像を表示するという
動作原理のためにＰＤＰ１１は高温になりやすいが、ＰＤＰ１１が高温になるとＰＤＰ１
１内部に形成されている電極の電気容量が変化して正常な放電が行われなくなるなどの弊
害が生じる。このため、ＰＤＰ１１を所定の温度（一例として、７０～８０℃）以下に保
つことが好ましい。
【０００７】
　ところが、従来のプラズマディスプレイにおいては、ＰＤＰ１１の輝度を上げるために
ＰＤＰ１１に投入する電力を引き上げていること、あるいはＰＤＰ１１に密接して設置さ
れているデータドライバ１３ｃの消費電力が大きいこと等がＰＤＰ１１の温度低減を困難
にしている。
【０００８】
　これに対し、例えば特許文献１では、図１１に示すように、ＰＤＰ１１とシャーシ１２
との間に、熱伝導率の高い樹脂からなる熱伝導シート１９を挟むことで、ＰＤＰ１１で発
生する熱を熱伝導シート１９を通じてシャーシ１２に効果的に伝えることが提案されてい
る。これにより、シャーシ１２とバックカバー１４とで囲まれる空間内への放熱が良好に
行われ、ＰＤＰ１１の温度を低下させることができる。また、熱伝導シート１９によりＰ
ＤＰ１１の均熱化を図ることができるため、ＰＤＰ１１内の温度差も小さくすることがで
きる。
【特許文献１】特開２００２－１５０９５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１のようにしても、ＰＤＰ１１で発生する熱をシャーシ１２か
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らバックカバー１４で囲まれる空間内へ放熱させることに変わりはない。シャーシ１２は
、ＰＤＰ１１を支持するものであるため、機械的強度の確保の必要性からその厚みは比較
的に厚い。そのため、シャーシ１２から放熱させた場合は、シャーシ１２を介する分、す
なわち熱がシャーシ１２内を伝わる分、放熱効率が悪くなる。このような課題は、ＰＤＰ
以外の表示パネルでも同様に起こりうる。
【００１０】
　本発明は、このような事情に鑑み、表示パネルからの放熱効率を向上させて、表示パネ
ルの温度を低減させることを可能とする画像表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するために、本発明は、画像を表示する前面及びこの前面と反対側を向
く背面を有する表示パネルと、前記表示パネルを支持し、画像データに基づいた電気信号
を前記表示パネルに与える回路構成部品が取り付けられたシャーシと、を備え、前記シャ
ーシは、前記表示パネルを当該表示パネルの厚み方向と直交する方向の周囲から取り囲み
、前記表示パネルの背面を露出させる枠状の形状を有している、画像表示装置を提供する
。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、シャーシを枠状にするという簡単な構成で、表示パネルの背面を大き
く露出させることができる。これにより、表示パネルの背面から空気に直接的に放熱する
ことができ、放熱効率を向上させることができる。従って、表示パネルの温度を効率的に
低減させることが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら説明する。な
お、以下の説明は本発明の一例に関するものであり、本発明はこれらによって限定される
ものではない。
【００１４】
　＜第１実施形態＞
　図１および図２に、本発明の第１実施形態に係る画像表示装置１０Ａを示す。この画像
表示装置１０Ａは、プラズマディスプレイであり、画像を表示する前面１ａおよびこの前
面１ａと反対側を向く背面１ｂを有するＰＤＰ（表示パネル）１を備えている。さらに、
画像表示装置１０Ａは、ＰＤＰ１を支持するシャーシ２と、シャーシ２に取り付けられた
複数の回路構成部品３と、回路構成部品３をＰＤＰ１の背面側から覆うバックカバー４と
、ＰＤＰ１の前面側に配置された前面フィルタ５と、前面フィルタ５の周縁部をＰＤＰ１
の前面側から覆うフロントカバー６とを備えている。
【００１５】
　ＰＤＰ１は、長方形状の形状を有しており、一般に、長手方向が水平方向になり、かつ
、短手方向が鉛直方向になる姿勢で配置される。なお、本明細書では、説明の便宜のため
に、ＰＤＰ１の厚み方向のうち前面１ａ側を前方、背面１ｂ側を後方というとともに、長
手方向の一方（図２では左下側）を右方、他方（図２では右上側）を左方という。
【００１６】
　具体的に、ＰＤＰ１は、図示は省略するが、前面ガラス基板と背面ガラス基板とが貼り
合わされて構成されている。そして、前面ガラス基板の背面ガラス基板と反対側の面によ
って前面１ａが構成され、背面ガラス基板の前面ガラス基板と反対側の面によって背面１
ｂが構成されている。
【００１７】
　前面ガラス基板には、横方向（ＰＤＰ１の長手方向）に延びる走査電極と維持電極とか
らなる表示電極対が多数形成されている。背面ガラス基板には、縦方向（ＰＤＰ１の短手
方向）に延びるアドレス電極が多数形成されている。表示電極対は、誘電体層で覆われて



(5) JP 2010-39408 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

おり、誘電体層は、ＭｇＯ等で形成された保護層で覆われている。また、各アドレス電極
上には、赤、青、緑のいずれかの蛍光体が塗布されている。前面ガラス基板および背面ガ
ラス基板はそれぞれおよそ１．５ｍｍ～３ｍｍの厚さである。
【００１８】
　前方から見て表示電極対とアドレス電極とが交わる位置における、表示電極対とアドレ
ス電極とに挟まれた部分（空間）を放電セルという。放電セルにはヘリウム（Ｈｅ）、ネ
オン（Ｎｅ）、キセノン（Ｘｅ）等の希ガスを含む放電ガスが封入されている。そして、
表示電極対およびアドレス電極に電圧を印加して放電セルに放電を起こし、紫外線を発生
させると、発生した紫外線で蛍光体が刺激されて蛍光体が発光し、これにより画像が表示
される。
【００１９】
　具体的には、まず、走査電極の全ラインに電圧を印加して全部の放電セルで放電を起こ
す初期化放電を行う。次に、走査電極に順次電圧を印加するとともに、電圧が印加された
走査電極上で発光させたい放電セルを横切るアドレス電極にも電圧を印加する。これをア
ドレス放電といい、電圧が印加された走査電極とアドレス電極とが交わる位置の放電セル
が発光し、該放電セルが発光セルとして選択される。その後、走査電極と維持電極との間
に交流電圧を印加する維持放電を行う。維持放電により、先程選択された発光セルのみが
発光し、ＰＤＰ１は画像を表示する。
【００２０】
　ＰＤＰ１は、放電セルの内部で放電を発生させて画像を表示する際、ＰＤＰ１自体が高
温になりやすい。ＰＤＰ１が高温になると、放電特性が変化して、発光すべき放電セルが
発光しない、または発光すべきでない放電セルが発光する等の誤放電が発生しやすくなり
、画像表示品質を低下させる問題が生じる。また、ＰＤＰ１が高温になると、前面ガラス
基板または背面ガラス基板の割れといった問題が生じる。従って、ＰＤＰ１で発生する熱
を効率よく逃がし、ＰＤＰ１を低い温度、例えば７０～８０℃に抑えることが重要である
。
【００２１】
　シャーシ２は、ＰＤＰ１を当該ＰＤＰ１の厚み方向と直交する方向の周囲から取り囲み
、ＰＤＰ１の背面１ｂを露出させる枠状の形状を有している。すなわち、ＰＤＰ１は、図
３に示すように、シャーシ２の内部に嵌め込まれていて、外周面を形成する端面１ｃ～１
ｅ（図２参照）をシャーシ２によって支持されている。シャーシ２は、熱伝導率および電
気伝導率の高いアルミニウム、銅等の金属で構成されていることが好ましいが、ＰＤＰ１
の消費電力によっては、鉄またはステンレススチール等で構成されていてもかまわない。
また、異種の金属を組み合わせた構造となっていてもよい。
【００２２】
　具体的に、シャーシ２は、ＰＤＰ１の上側を向く端面１ｃおよび下側を向く端面１ｄに
接触しながら左右方向に延びる上辺部２１および下辺部２２と、ＰＤＰ１の左側または右
側を向く一対の端面１ｅに接触しながら上下方向に延びる一対の側辺部２３とを有してい
る。本実施形態では、各辺部２１～２３の断面形状は矩形状になっているが、例えば図４
に示すように、ＰＤＰ１の背面１ｂに当接する突出部２５を有するような形状になってい
てもよい。
【００２３】
　シャーシ２の前後方向の厚みは、ＰＤＰ１の厚みよりも十分に大きく設定されている。
本実施形態では、ＰＤＰ１は、シャーシ２の前後方向の略中央に配置されている。このた
め、シャーシ２の前端面２ｂは、ＰＤＰ１の前面１ａよりも前方に位置しており、シャー
シ２の後端面２ａはＰＤＰ１の背面１ｂよりも後方に位置している。そして、ＰＤＰ１は
、シャーシ２の内周面２ｃに接着剤等によって固定されている。
【００２４】
　回路構成部品３は、画像データに基づいた電気信号をＰＤＰ１に与えるものであり、本
実施形態では、ＰＤＰ駆動用の回路基板３１と、データドライバ３２とを含んでいる。Ｐ



(6) JP 2010-39408 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

ＤＰ駆動用の回路基板３１とデータドライバ３２とは電気的に接続されている。なお、本
実施形態では、回路基板３１のうち右上の回路基板３１ａが電源部品を含んでいる。
【００２５】
　回路基板３１およびデータドライバ３２は、いずれも板状をなしており、シャーシ２の
後端面２ａに面接触した状態で取り付けられている。これにより、各回路構成部品３は、
ＰＤＰ１の背面１ｂと離間した状態で対向している。具体的に、回路基板３１は、シャー
シ２の側辺部２３および上辺部２１に固定され、データドライバ３２は、シャーシ２の下
辺部２２に固定されている。なお、上辺部２１に固定される回路基板３１には、回路基板
３１とＰＤＰ１との間に熱が滞留しないようにするために、開口または切り欠きが形成さ
れていてもよい。
【００２６】
　バックカバー４は、前方に開口する容器状の形状をなし、回路構成部品３を後方から包
み込むようにしてシャーシ２に外側から固定されている。そして、ＰＤＰ１の背面１ｂは
、バックカバー４で囲まれるカバー空間４０内に開放されている。具体的に、バックカバ
ー４は、略矩形の底壁部４１と、底壁部４１の周縁部から立ち上がる側壁部４２とを有し
ている。そして、側壁部４１の先端部がシャーシ２に外側から嵌合し、さらにその外側に
フロントカバー６が嵌合している。なお、本実施形態では、底壁部４１の左右両側の下部
が側壁部４２と共に切り欠かれている。
【００２７】
　バックカバー４は、導電性を有し、ＰＤＰ１および回路構成部品３から放射される電磁
波を遮蔽する。バックカバー４は、金属板をプレス成形することにより形成されたもので
あってもよいし、樹脂成形品の内側に導電層を形成したものであってもよい。
【００２８】
　さらに、バックカバー４には、カバー空間４０内に空気を取り入れるための吸気口４３
と、カバー空間４０から空気を排出するための排気口４４とが設けられており、バックカ
バー４の外部と内部とで空気の入れ替えが可能となっている。本実施形態では、吸気口４
３は、底壁部４１の下部と側壁部４２の下部の２箇所に設けられており、排気口４４は、
底壁部４１の上部と側壁部４２の上部の２箇所に設けられている。
【００２９】
　フロントカバー６は、例えば樹脂などで形成されている。フロントカバー６は、前方か
ら見て中央部が開口した矩形状の枠体である。そして、フロントカバー６には、前面フィ
ルタ５の周縁部が後方から接合されている。
【００３０】
　前面フィルタ５の大きさは、ＰＤＰ１の大きさよりも一回り大きく設定されている。そ
して、前面フィルタ５の周縁部は、矩形枠状に配置された導電性のクッション７を挟んで
シャーシ２の前端面２ｂに押し当てられている。前面フィルタ５は、ガラスまたはアクリ
ルなどの樹脂で構成された矩形状の透明基板と、透明基板上に形成された種々の機能フィ
ルムとを有する。具体的には、機能フィルムは、反射防止フィルム、着色フィルム、ネオ
ンカットフィルム、近赤外カットフィルム、導電性フィルム等である。導電性フィルムの
少なくとも周縁部は後方に露出しており、この周縁部がクッション７を介してシャーシ２
に電気的に接続されている。
【００３１】
　次に、図１を参照して、画像表示装置１０Ａからの放熱について説明する。
【００３２】
　ＰＤＰ１の背面１ｂは露出しているので、この背面１ｂに接する空気がＰＤＰ１から熱
を受けて熱膨張し、図１中に矢印で示すようにカバー空間４０内に上昇気流が発生する。
カバー空間４０内を上昇した空気は、最終的には排気口４４から外部に排出され、これに
より装置外へ熱を逃がすことができる。逆に、吸気口４３からは、外部の比較的に温度の
低い空気が吸い込まれる。このため、煙突効果等を考慮して吸気口４３および排気口４４
の位置を決めれば、自然対流により効率的に廃熱することが可能になる。さらに、例えば
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排気口４４の近傍に空気の流れを促進させるファン（図示せず）を設ければ、さらに効率
的な廃熱を実現できることはいうまでもない。
【００３３】
　以上説明したように、本実施形態の画像表示装置１０Ａでは、シャーシ２を枠状にする
という簡単な構成で、ＰＤＰ１の背面１ｂを大きく露出させることができる。これにより
、ＰＤＰ１の背面１ｂから空気に直接的に放熱することができ、放熱効率を向上させるこ
とができる。従って、ＰＤＰ１の温度を効率的に低減させることが可能になる。
【００３４】
　また、シャーシ２をＰＤＰ１の周囲の外側に配置することにより、シャーシ２の厚み範
囲内にＰＤＰ１を配置することができ、画像表示装置１０Ａのよりいっそうの薄型化を実
現することができる。しかも、本実施形態のように、シャーシ２を利用して前面フィルタ
とバックカバーとを電気的に接続するようにすれば、簡単な構成で電磁波遮蔽構造を形成
することもできる。
【００３５】
　さらに、シャーシ２の厚みを従来よりも厚くすることができるため、シャーシ２の断面
係数を向上させてＰＤＰ１の支持強度（曲げ、捩れに対する剛性）を高く保つことができ
る。
【００３６】
　さらには、ＰＤＰ１で発生した熱を、背面１ｂ側だけでなく、シャーシ２を介してＰＤ
Ｐ１の厚み方向と直交する方向にも効果的に放熱させることができる。
【００３７】
　ここで、ＰＤＰ１の背面１ｂには、空気に対する熱伝導率を高めるための表面処理が施
されていることが好ましい。例えば、ＰＤＰ１の背面１ｂをブラストで粗面化したり、Ｐ
ＤＰ１の背面１ｂにＰＤＰ１（正確には背面ガラス基板）よりも熱伝導率の高い膜を積層
したりする。熱伝導率の高い膜を形成する場合は、例えば、グラファイト（熱伝導率：～
８００Ｗ／ｍ・Ｋ）、シリコーン系混合塗料（熱伝導率：～２００Ｗ／ｍ・Ｋ）等の樹脂
を用い、この樹脂をＰＤＰ１の背面１ｂに塗布すればよい。このようにすれば、空気への
熱の伝達率を向上させることができ、ＰＤＰ１の温度をより低減させることができる。さ
らに、背面１ｂにＰＤＰ１よりも熱伝導率の高い膜が積層されていれば、この膜により背
面１ｂの温度の均一化（いわゆる均熱化）が図られ、画像品質の劣化を抑制することがで
きる。
【００３８】
　あるいは、ＰＤＰ１の背面１ｂには、回路構成部品３からの熱を反射するための表面処
理が施されていることが好ましい。具体的には、背面１ｂに、鏡面を形成する（表面が鏡
面とされた）金属膜を積層する。ここで、鏡面とは、輻射率が例えば０．１以下となる程
度の鏡面であることが好ましい。この鏡面を有する金属膜の形成は、例えば、金属材料の
蒸着、塗布、めっきなどにより行うことができる。金属材料としては、例えば、アルミニ
ウム、ニッケル、金等を用いることができる。また、鏡面を有する膜としてダイヤモンド
ライクカーボン膜を用いてもよい。このようにすれば、回路構成部品３からの輻射による
ＰＤＰ１の局所的な温度上昇を抑えることができる。さらに、金属膜およびダイヤモンド
ライクカーボン膜の熱伝導率は、ＰＤＰ１の熱伝導率よりも高いため、当該金属膜または
ダイヤモンドライクカーボン膜により背面１ｂの均熱化を図ることができる。
【００３９】
　＜第２実施形態＞
　図５および図６に、本発明の第２実施形態に係る画像表示装置１０Ｂを示す。なお、本
第２実施形態および後述する第３実施形態においては、第１実施形態と同一構成部分には
同一符号を付して、その説明を省略する。
【００４０】
　第２実施形態の画像表示装置１０Ｂが第１実施形態の画像表示装置１０Ａと異なる点は
、電源用の回路基板を兼ねるＰＤＰ駆動用の回路基板３１ａの近傍に、ファン８が配置さ
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れている点である。
【００４１】
　具体的には、ファン８は、左右に並んで２個、下から上に空気を流す姿勢で設けられて
おり、これらのファン８は、ブラケット８０によってシャーシ２の上辺部２１に取り付け
られている。
【００４２】
　回路基板３１ａは、回路構成部品３のうち相対的に温度が高くなるものであり、ＰＤＰ
１の背面１ｂのうち回路基板３１ａに対向する部分は、回路基板３１ａからの輻射によっ
て局所的に温度が高くなる。第２実施形態の画像表示装置１０Ｂは、回路基板３１ａの近
傍にファン３１ａを配置することで、その高温部分を積極的に冷却するようにしたもので
ある。すなわち、ファン８が稼働すると、回路基板３１ａとＰＤＰ１の背面１ｂとの間の
空気がファン８に吸い込まれる。換言すれば、回路基板３１ａとＰＤＰ１の背面１ｂとの
間に空気が強制的に流される。
【００４３】
　このようにすれば、相対的に温度が高くなる回路基板３１ａからの輻射の影響を小さく
して、ＰＤＰ１の温度分布を均一化することができる。
【００４４】
　＜第３実施形態＞
　図７および図８（ａ）に、本発明の第３実施形態に係る画像表示装置１０Ｃを示す。こ
の画像表示装置１０Ｃは、第２実施形態の画像表示装置１０Ｂからファン８の向きを変え
ただけのものである。
【００４５】
　すなわち、第３実施形態では、ファン８が後方から前方に風を流す姿勢で配置されてい
る。このようにするには、例えば図８（ｂ）に示すように、ブラケット８０を断面略Ｌ字
状にすればよい。
【００４６】
　第３実施形態では、第２実施形態とは逆に、ファン８が駆動すると、回路基板３１ａと
ＰＤＰ１の背面１ｂとの間の空気が押し出される。すなわち、ファン８によって、回路基
板３１ａとＰＤＰ１の背面１ｂとの間に空気が強制的に流される。
【００４７】
　このようにしても、第２実施形態と同様の効果が得られる。
【００４８】
　＜変形例＞
　前記各実施形態では、ＰＤＰ１がシャーシ２の前後方向の略中央に配置されているが、
ＰＤＰ１は、例えば背面１ｂがシャーシ２の後端面２ａと同一平面上に位置するように配
置されていてもよい。この場合、後端面２ａと回路構成部品３との間にスペーサを介在さ
せれば、回路構成部品３を背面１ｂと離間した状態で対向させることができる。ただし、
前記各実施形態のように、ＰＤＰ１の背面１ｂをシャーシ２の後端面２ａよりも前方に位
置させれば、回路構成部品３をシャーシ２の後端面２ａに直に取り付けることができる。
【００４９】
　また、前記各実施形態では、シャーシ２がバックカバー４内に嵌め込まれているが、例
えば図９に示すように、シャーシ２をフロントカバー６とバックカバー４との間から外部
に露出させて、シャーシ２から外部に直接放熱させるようにしてもよい。このようにすれ
ば、放熱効率をさらに向上させることができる。
【００５０】
　さらに、シャーシ２の内部には、例えば図１０（ａ）および（ｂ）に示すように、複数
の導電性の縦桟９１および横桟９２が設けられていてもよい。縦桟９１は、シャーシ２の
互いに対向する上辺部２１と下辺部２２とにＰＤＰ１の背面１ｂに沿って跨るものであり
、横桟９２は、シャーシ２の互いに対向する一対の側辺部２３にＰＤＰ１の背面１ｂに沿
って跨るものである。これらの桟９１，９２は、シャーシ２に一体に設けられていてもよ
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いし、別部材で構成されていてもよい。このようにすれば、ＰＤＰ１の背面側にリターン
電流の経路を確保することができる。あるいは、桟９１，９２を利用して回路構成部品３
の固定点数を増やすことも可能である。
【００５１】
　また、回路構成部品３は、複数設けられている必要はなく、１つの回路基板で構成され
ていてもよい。
【００５２】
　また、前面フィルタ５を設けず、反射防止フィルム、着色フィルム、ネオンカットフィ
ルム、近赤外カットフィルム、導電性フィルム等の機能フィルムが前面ガラス基板の前面
に形成されたものでもよい。
【００５３】
　また、本発明は、プラズディスプレイだけでなく、液晶ディスプレイ、または有機もし
くは無機ＥＬ等の他の画像表示装置にも適用可能である。すなわち、本発明の表示パネル
は、液晶パネルまたはＥＬパネル等であってもよい。
【００５４】
　＜実施形態の特徴＞
　実施形態の特徴を以下に列挙する。なお、実施形態の特徴は以下に限定されるものでは
ない。
【００５５】
　（１）
　本実施形態における画像表示装置は、
　画像を表示する前面及びこの前面と反対側を向く背面を有する表示パネルと、
　前記表示パネルを支持し、画像データに基づいた電気信号を前記表示パネルに与える回
路構成部品が取り付けられたシャーシと、を備え、
　前記シャーシは、前記表示パネルを当該表示パネルの厚み方向と直交する方向の周囲か
ら取り囲み、前記表示パネルの背面を露出させる枠状の形状を有している。
【００５６】
　（２）
　前記回路構成部品は、複数設けられており、各回路構成部品は、前記表示パネルの背面
と離間した状態で対向している。
【００５７】
　（３）
　前記シャーシは、前記表示パネルの厚み方向において前記表示パネルの背面よりも背面
側に位置する後端面を有しており、この後端面に前記回路構成部品が取り付けられている
。
【００５８】
　（４）
　画像表示装置は、前記回路構成部品のうち相対的に温度が高くなる回路構成部品と前記
表示パネルの背面との間に強制的に空気を流すためのファンをさらに備える。
【００５９】
　（５）
　前記ファンは、前記回路構成部品のうち相対的に温度が高くなる回路構成部品の近傍に
配置されている。
【００６０】
　（６）
　前記表示パネルの背面は、粗面化されている。
【００６１】
　（７）
　前記表示パネルの背面には、当該表示パネルよりも熱伝導率の高い膜が積層されている
。
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【００６２】
　（８）
　前記表示パネルの背面には、鏡面を形成する金属膜が積層されている。
【００６３】
　（９）
　前記回路構成部品を前記表示パネルの背面側から覆うバックカバーをさらに備え、
　前記表示パネルの背面は、前記バックカバーで囲まれるカバー空間内に開放されている
。
【００６４】
　（１０）
　前記バックカバーには、前記カバー空間に空気を取り入れるための吸気口と、前記カバ
ー空間から空気を排出するための排気口とが設けられている。
【００６５】
　（１１）
　画像表示装置は、前記表示パネルの前面側に配置された前面フィルタと、前記前面フィ
ルタの周縁部を前記表示パネルの前面側から覆うフロントカバーと、をさらに備える。
【００６６】
　（１２）
　前記表示パネルは、プラズマディスプレイパネルである。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　以上のように、本発明に係る画像表示装置は、表示パネルの温度低減に効果があり、特
に自発光の表示パネルであるＰＤＰを用いたプラズマディスプレイあるいはＥＬパネルを
用いたディスプレイに有用である。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の第１実施形態に係る画像表示装置を示す概略的な縦断面図である。
【図２】図１に示した画像表示装置の分解斜視図である。
【図３】シャーシの内部にＰＤＰが嵌め込まれた状態を示す斜視図である。
【図４】変形例のシャーシを示す断面図である。
【図５】本発明の第２実施形態に係る画像表示装置を示す概略的な縦断面図である。
【図６】図５に示した画像表示装置の分解斜視図である。
【図７】本発明の第３実施形態に係る画像表示装置を示す概略的な縦断面図である。
【図８】（ａ）は図７に示した画像表示装置の分解斜視図、（ｂ）はファンおよびブラケ
ットの拡大斜視図である。
【図９】変形例の画像表示装置を示す断面図である。
【図１０】（ａ）はシャーシの内部に桟を設けたときのシャーシおよびＰＤＰの背面図、
（ｂ）はそれらの断面図である。
【図１１】従来のプラズマディスプレイを示す概略的な縦断面図である。
【図１２】バックカバーを省略した従来のプラズマディスプレイの背面図である。
【符号の説明】
【００６９】
　１　　ＰＤＰ（表示パネル）
　１ａ　前面
　１ｂ　背面
　２　　シャーシ
　２ａ　後端面
　３　　回路構成部品
　３１　回路基板
　３２　データドライバ
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　４　　バックカバー
　４０　カバー空間
　４３　吸気口
　４４　排気口
　５　　前面フィルタ
　６　　フロントカバー
　８　　ファン
　１０Ａ～１０Ｂ　画像表示装置

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】

【図１２】
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